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JIS 



テーブル 帯の こ 盤の 構造の 安全 基準 B 6605 1983 

(1994 確認） 

safety Standards for Construction of fable Band Resaws 

1- 適用 範囲 この 規格 は， テーブル 帯の こ 盤 ひ） （以下， 带 のこ 盤と いう。） の 安全 構造， 安全装置， 取扱説明書， 検査 
票 及び 表示に ついて 規定す る。 

注 ひ） JIS B 01M (木材 加工 機械の 名称に 関する 用語） を 参照。 

2. 用語の 意味 この 規格で 用いる 主な 用語の 意味 は， 次に よる。 

(1) 駆動の こ 車 带 のこ 盤 を 構成す る 二つの のこ 車のう ち， 電動機で 駆動され るの こ 車。 

(2) 切削 側 带 のこ 盤 を 構成す る 二つの のこ 車で 張られた 带 のこの 直線 部のう ち， 工作物 を 切削す る 側。 

(3) せり 装置 带 のこの 横 方向の 振れ を 抑止す る 装置。 せり 棒， せり 棒 保持 器， せり アームな どで 構成され る。 

(4) 緊張 力 带 のこ 盤 を 構成す る 二つの のこ 車で 带 のこに 与える 引っ張りの 力。 

(5) ふところ 上部の こ 車 を 保持す る フレームと 切削 側带の この 直線 部 と の 空間。 

3. 安全 構造 

3.1 始動 スィッチ 始動 スィッチ （動力の 始動 及び 遮断 スィッチ をい う。） は， 次に よる。 

(1) 始動 スィッチ は， 作業 者が 作業 位置 を 離れる ことなく 操作で きる 位置に 備える。 

なお， 带 のこ 槃本 機の 始動に 限って は， 作業 位置に かかわらず 带 のこの 状態が 確認で き， かつ， その 調 
節ので き る 位置で 操作で き る もので なければ ならない。 

(2) 始動 スィッチ は， 容易に 操作で きる もので， かつ， 接触， 振動な どに より 不意に 作動す るお それがない も 
のとす る。 

3 2 再 始動 防止 装置 带 のこ 盤に は 停電 時， 又は 駆動 用 電源 を開路 にした 場合， 自動的に 開の 状態 を 保持し， 停 
電の 復元 後， 又は 駆動 用 電源 を 閉路に した 場合， 自動的に 带 のこ 盤 本 機 • 各種 装置が 再 始動す る こと を 防止す るた め 
の 装置 を 備える。 

3.3 のこ 車 のこ 車 は， 次に よる。 

(1) のこ 車 は， 带 のこに よる 緊張 力， 遠心力， 制動 力な ど 作用す る 力に 対して， + 分な 強度 を もつ ものである 
こと。 

(2) 駆動の こ 車の 材料 は， JIS G 5501 ( ねずみ 錄鉄 品） の FC 20 又は これと 同等 以上の 機械的 性質 を もつ もの 

とする。 

(3) のこ 車軸の 材料 は， JIS G 4051 ( 機械 構造 用 炭素鋼 鋼材） の S 45 C 又は これと 同等 以上の 機械的 性質 を も 

つものと する。 

3.4 駆動の こ 車の 制動 装置 駆動の こ 車の 制動 装置 は， 次に よる。 

( 1 ) 駆動の こ 車に は， その 運動 を 有効に 制動す る こと がで きる 制動 装置 を 備える。 



引用 規格 ： JIS B 0114 木材 加工 機械の 名称に 関する 用語 

JIS G 4051 機械 構造 用 炭素鋼 鋼材 

JIS G 5501 ねずみ 铸鉄品 
関連 規格 ： JIS B 6507 木材 加工 機械の 安全 通則 

JIS B 6509 带 のこ 盤' 送材 車の 試験 及び 検查 方法 
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(2) 制動 装置 は， 容易に 操作で きる もので， 常に 機能が 十分 働く ように 調節で きる 構造で ある こと。 

(3) 操作 機構が 手動 又は 足踏み 操作に よる 制動 装置 は， 次の 各項に 適合す る ものである こと。 
(a) 操作 方向 は， 非 切削 側で ある こと。 



(b) 転倒， 転落な ど を 防止す るた め， 取手 を 設ける。 

(c) 足踏み 用 ペダル は， 表面に 滑り止め を 施し， 水平 位置より 下降し ないた めの スト ッパを 設ける。 
3.5 帯の こ 緊張 装置 带 のこ 緊張 装置 は， 次に よる （図 1 参照）。 

(1) 带 のこ 力、 のこ 幅， のこ 厚， 切削 条件な どに 対応して 常に 適正な 緊張 力 を 保持し， かつ， 適切な 感度 を もつ 
て 作動す る 機構の ものである こと。 

(2) (1) に 示す 適正な 緊張 力 を 常に 保持す るた め， 何ら かの 原因で 異常な 緊張 力と なった 場合， 带 のこ 盤 本 機 は 
始動で きず， また 運転 中の もの は 警報 を 発する 機構， 又は 動力が 遮断され 自動的に 制動 装置が 作動す る 機 
構な ど を 備える こと 力 ^ましい。 

(3) レバ一 式带 のこ 緊張 装置の 突 上げ ロッ ド， ナイフ エッジ 受け 軸 及び ナイフ エッジの 材料 は， JIS G 4051 
の S45C 又は これと 同等 以上の 機械的 性質 を もつ ものと し， 必要 部分 は 硬化 処理 を 行い 耐 摩耗 性 を 高く す 
る。 

(4) 带 のこが のこ 車から 外れるな ど， 異常な 走行 挙動 を 防止す る 機能 を 備えた 緊張 装置 を 設置す るか， 又は そ 
の 挙動 を検 知し 警報 を 発する 機構， 若しく は 直ちに 動力 を 遮断し 自動的に 制動 装置が 作動す る 機構な ど を 
倔え る こと 力、' 望ましい。 



3 6 上部の こ 車の 傾斜 装置 上部の こ 車の 傾斜 装置 は 運転 中， 操作 ハン ドルに 不意の 力が 加わっても， のこ 車の 傾 
きが 変化し ない 機構で なければ ならない。 
3.7 せり 装置 せり 装置 は， 次に よる （図 2 参照）。 

(1) せり 棒 は， のこ 幅に よって 固定 位置 を 容易に 調節で きる ものである こと。 

(2) せり アームの 昇降 操作 は， のこ 歯に 接触す るお それがない 位置で 行う こ とがで きる ものである こと。 

(3) 上部せ り 棒 保持 器 は， その 下端と 工作物との 間隔が できるだけ 小さ く なる 位置まで 下降で きる ものである 



図 1 蒂 のこ 緊張 装置 




上部 の こ 車 



備 考 図 は 一例 を 示す ものであって， 構造 を 規定す る もので はない。 
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図 2 せり 装置 




備 考 図 は 一例 を 示す ものであって， 構造 を 規定す る もので はない。 
3.8 のこ 車 及び 帯の この 付着 物 除去 装置 带 のこ 盤に は， のこ 車 及び 带 のこに 付着す るの こくず （屑)， 樹脂な ど 

を 除去す る 付着 物 除去 板， 給油 装置な どの 付着 物 除去 装置 を 備える。 
なお， 付着 物 除去 装置 は， のこ 車 及び 带 のこに 損傷 を 与える おそれがない もので なければ ならない。 
3.9 下部の こ 車の 木くず (屑） など 卷 込み 防止 装置 下部の こ 車と 带 のことの 間に 木くず （曆) ，樹皮な ど を 卷き込 

む お それが あ る 箇所に 卷 込み 防止 装置 を 備える。 

なお， 卷 込み 防止 装置の 带 のこに 近接す る 部分 は， 带 のこに 損傷 を 与える おそれがない 材料 を 用い， 容易に 交換で 

き る もので なければ ならない。 
3.10 定 規 定規 は 確実に 固定で き， 容易に 操作 • 調節 できる 構造で なければ ならない。 

4. 安全装置 

4.1 のこ 歯の 覆い のこ 歯の 覆い は， 工作物の 切削に 必要な 带 のこの 部分 を 除いて， のこ 歯 を 覆う ことができる 構 
造の ものと する。 

なお， 工作物の 切削 側の のこ 歯の 覆い （以下， 挠触 予防 装置と いう。） は， 次に よる。 

(1) 材料 は， 厚さ imm 以上の 鋼板 又は これと 同等 以上の 強度 を もつ ものである こと。 

(2) 接触 予防 装置と せり 棒 保持 器と は 一体の 構造と し， 昇降 操作 は 機械的に できる ものである こと。 

(3) 接触 予防 装置 は， ふところ 側 を 除いた 三面 を 覆い， 前面 は 開閉で きる ものである こと。 

(4) 接触 予防 装置 は， せり 棒 保持 器 を 下限 位置まで 下げた 場合で も， その上 端と 上部の こ 車の 覆いの 下端との 
間に， のこ 歯が 露出し ない ものである こと。 

(5) 前方の 見通し を 著しく 妨げる 構造で ない こと。 
4.2 のこ 車の 覆い のこ 車の 覆い は， 次に よる。 

(1) 材料 は， 厚さ 1mm 以上の 鋼板 又は これと 同等 以上の 強度 を もつ ものである こと。 

(2) のこ 車の 上面 及び 前後左右の 面 を 覆う ものである こと。 
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なお， 上部の こ 車の 覆い は， のこ 車 を 下限 位置まで 下げた 場合で も， のこ 車の 下端まで 覆われる もので 
なければ ならない。 

(3) ピッ 卜の 覆い を 兼ねる 下部の. こ 車の 覆いの 材料 は， 厚さ 3mm 以上の 鋼板， 又は これと 同等 以上の 強度 を 
もつ ものである こと。 

(4) 上部の こ 車の 覆いに は， 带 のこの 破 断に よる 带 のこ 及び 破片の 飛び出し を 防止す るた め， 有効な 緩衝 材に 
よる 内張り を 施す。 

(5) 上部の こ 車の 最高 位置での 上端と 覆いの 内張り の 表面との 間隔 は， 100 mm 以上と する。 

(6) 上部の こ 車の 覆いに は， 内面の のこ 歯 側の 適当な 箇所に， のこ 車から 外れた 带 のこ を 受けと める ための の 
こ 受け を 設ける。 

(7) 上部の こ 車の 覆いに は， のこ 車と 带 のことの 位置 関係 を 確かめる のぞ （視） き 窓 を 設ける ことができる。 た 
だし， この場合に は， 開口部の 強度が 十分に 保 たれる ものである こと。 

5. 取扱説明書 带 のこ 盤に は ，取扱説明書 を 添付し， その 取扱説明書に は 形式' 仕様 • 構造 • 使用 带 のこ' 操作- 
保全 • 点検 • 整備 • 据 付け • その他 安全 上の 留意 事項な ど， 安全 確保に 必要な 事項 を 記載す る。 

6. 検査 票 带 のこ 盤に は， 安全に 関する 検査 票 (検査 項目と その 結果） を 添付す る。 

7. 表 示 带 のこ 盤に は， 見やす い 箇所に 容易に 消えない 方法で， 次の 事項 を 表示す る ものと する。 

( 1 ) 製造業 者 名 

(2) 製造 年月 及び 製造番号 

(3) 形 式 

(4) 定格 出力 又は 定格 電流 

(5) 定格 電圧 

(6) 無 負荷 回転 速度 

(7) 緊張 倍率 

(8) 標準 分銅の 質量 及び 標準 油圧 （のこ 幅， のこ 厚さな どに 応じ， 带 のこに 適正な 緊張 力 を 与える 標準 分銅の 質 
量 及び 標準 油圧） 

(9) その他 安全 上， 特に 必要な 事項 
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